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２） 舌内組織菌数は粘膜炎作製および化学療法施行群において最も高値を認めた（P < 
0.01）。 
３） 血液培養において粘膜炎作製群のみに真菌血症を認めた。粘膜炎作製群と非作製群に
統計学的有意差を認めた（P < 0.05）。 
４） 粘膜炎作製群の肝臓および腎臓の培養検査で, C. albicans のコロニー形成を認めた。 
５） Multiplex PCR 法で, 血液, 組織中の真菌は, すべて接種した C. albicans であることを
確認した。 
６） Nested PCR 法で, 粘膜炎作製群の, 血漿, 肝臓, 腎臓において C.albicans の DNAを確
認した。 




 本研究は, 口腔カンジダ症と血行性播種の関連を検討したものである。その結果, 口腔粘膜炎
存在下において真菌は, 血行性播種している可能性を明らかにした。これらの知見は, 口腔癌治
療だけでなく, 真菌血症のリスク因子を有するすべての患者に対する口腔管理の重要性を示す
ものであり, 歯学に寄与する点が多く, 博士(歯学)の学位に値するものと審査する。 
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